
セミナーガイド 

  日 時   平成２１年９月２５日（金）～２６日（土） 

  会 場   長崎ブリックホール（長崎市茂里町2-38） 

  主 催   全国地域情報化推進セミナー2009in長崎実行委員会 

         （長崎市、長崎県、総務省九州総合通信局、 

         社団法人九州テレコム振興センター、 

         財団法人全国地域情報化推進協会） 

  後 援   総務省 

         長崎県高度情報化推進協議会 

         社団法人長崎県情報産業協会 

         日本社会情報学会九州支部 

  協 賛   ＲＫＫコンピューターサービス株式会社 

         株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 

         西日本電信電話株式会社長崎支店 

         日本電気株式会社 

         パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社 

         日立公共システムエンジニアリング株式会社 

         株式会社日立情報システムズ 

         株式会社日立製作所 

         富士通株式会社 

～ ICTに新しい風を呼ぶ 近代日本の礎 長崎のちから ～ 

 

  長崎市制施行120周年記念 



              

    

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

   

端島（軍艦島） 

 長崎港から南西に約19kmに位置し、南北に480m、東西に約160ｍ、周囲

約1,200ｍ、面積約63,000㎡という小さな海底炭鉱の島。堀が島全体を囲

い、高層鉄筋アパートが立ち並ぶその外観が軍艦「土佐」に似ていることから

「軍艦島」と呼ばれるようになりました。世界遺産候補「九州・山口の近代化

産業遺産群」の一つ。本年4月より一般供用を開始しています。 

長崎市亀山社中記念館（亀山社中跡）  

 坂本龍馬とその同志は海運業や武器の斡旋などを行うため、日本初の貿易商

社といわれる亀山社中を設立しました。その地に亀山社中記念館を開館。室内

には龍馬が身を隠したといわれている中二階（隠し部屋）も復元しました。龍

馬に関するさまざまな資料を展示しています。 

浦上天主堂 

 キリシタン弾圧に耐えてきた信者達が、明治28年（1895）から30年の年

月をかけ、石とレンガを積み上げて造りあげ、東洋一のロマネスク様式大聖堂

とうたわれましたが、原爆によって全壊。現在の姿は昭和34年に再建され、

ローマ法王訪日の前年である昭和55年にレンガ造りに整備されたものです。 

長崎帆船まつり（春） 

 国内外の帆船が一同に入港し、長崎の港を華やかに彩ります。開催中は様々

なイベントが催されます。   

坂本龍馬之像 

 平成元年、有志の呼びかけで全国からの募金により建立されました。亀山社

中近くの風頭公園から長崎港を眼下に遠く世界を望んでいるようです。台座か

らはみ出した左足は、自由奔放で枠にとらわれない龍馬の性格を表わしている

といわれます。 



 ●参加費 

   セミナー：無料 

   情報交流会（25日18：10～）：3,000円 
 

 ●参加お申し込み方法 

   下記ホームページより所定の「参加申込書」をダウンロードのうえ、９月１１日（金）までに 

  電子メールまたはファクシミリで下記お問合せ・お申し込み先へ送信してください。 

   なお、一般参加（長崎市民等）の方は、当日受付も行っておりますので、ぜひご参加ください。 

     ホームページ http://www.applic.or.jp/seminar/nagasaki/index.html  
 

 ●お問い合せ・お申し込み先 

   全国地域情報化推進セミナー2009in長崎実行委員会事務局 

   （財）全国地域情報化推進協会 

   TEL：03-5251-0311  FAX：03-5251-0317  

   e-mail：seminar0925@applic.or.jp 
 

 ●会場案内図 

 

 

 

※当日は、原則公共交通機関をご利用ください 

・長崎バス、県営バス   茂里町バス停下車徒歩3分 

・路面電車        茂里町電停下車徒歩3分 

・ＪＲ（特急も停車します）ＪＲ浦上駅下車徒歩5分 

みらい長崎 

ココウォーク 



近年のＩＣＴ（情報通信技術）の進歩と社会への浸透は、今までの予想を大きく上回る速度で日々の社

会経済活動や日常生活を変えつつあります。中でもブログやＳＮＳなどの仕組みは、住民が簡単に世界へ

向けて情報を発信したり、携帯電話で電子マネーの利用やインターネットアクセスをするなど、ユビキタ

スネット社会が現実のものとなっております。 

このような中、わが国においては、２００１年１月に「ｅ-Ｊａｐａｎ戦略」を策定したことを皮切り

に、いつでも、どこでも、誰でもＩＣＴの恩恵を実感でき、真にあらゆる分野における創造的かつ活力の

ある発展が可能となる社会の早期実現に向けて取り組んでいます。 

 また、総務省においても、２０１０年に世界最先端のＩＣＴ国家として先導することを目標とする

「ｕ－Ｊａｐａｎ政策」を推進しており、また、今年３月には「デジタル日本創生プロジェクト（ＩＣＴ

鳩山プラン）-骨子-」、同年４月には「三か年緊急プラン」の策定、同年７月には、２０１５年に向けた

新たな中期戦略「i-Japan 戦略２０１５」が発表されるなど国民がＩＣＴによる真の豊かさや安心・安全

を実感できる環境整備が進められています。 

  

 今回のセミナーの開催地であります長崎市は、九州の西端、長崎県の南部に位置し、300から400ｍ級

の山々が連なり、また、リアス式の長く複雑な海岸線とあいまって「海と緑」を身近に感じることのでき

る豊かな自然に恵まれたまちです。 

 1889年（明治22年）に市制を施行し、今年は市制120周年を迎えるとともに、「安政の開港150周

年」の年でもあります。このような記念すべき年にこの「全国地域情報化推進セミナー」を長崎市で開催

させていただくことになりました。 

 1570年の開港以来、長崎は西洋に開かれた唯一の貿易・文化の窓口として栄え、中でも出島は、国内

外へ向けた情報発信基地としての役割を担ってきました。 

 その後、1859年（安政6年）の「安政の開港」を機に、トーマス・グラバーなどの外国人貿易商や坂

本龍馬をはじめとする幕末の志士達など、国内外から多くの人々が訪れ、交流し、新しい文化や技術を日

本全国に発信し、日本の近代化をリードしてきたまちでもあります。 

 現在、長崎市においては、来年のNHK大河ドラマ「龍馬伝」の放送を前に、坂本龍馬が活躍した幕末期

に焦点を当てた「まち歩き観光」のイベントとして、「長崎さるく幕末編」を11月末日までの日程で開催

しております。 

 また、世界遺産候補「九州・山口の近代化産業遺産群」の構成資産の一つである「端島」（軍艦島）を

4月より一般供用開始し、さらに8月1日には坂本龍馬が設立した日本初の貿易商社「亀山社中」の建物を

復元した「長崎市亀山社中記念館」を一般公開しております。 

このように、長崎市は現在、長崎の特異な歴史・文化などの魅力を提供し、その魅力を再発見できるよ

うな様々な取り組みを行いながら、「個性的なまちをつくる」「みんなでまちをつくる」「暮らしやすい

まちをつくる」という３つの方向性をもって、まちづくりを進めているところです。 

今回、全国の自治体及び企業関係者はもとより、一般市民の方にもご参加いただき、地域の活性化、新

たなまちづくりなどの地方が抱える共通の課題をＩＣＴ（情報通信技術）の利活用により解決することを

目的に、地域情報化に関する国の施策、先進事例の紹介、学生達によるパネルディスカッションや日本放

送協会会長、福地茂雄氏を迎えての記念講演等からなるセミナーを開催いたします。 

 本セミナーが、ＩＣＴの利活用に新しい風を呼び起し、地方が抱える諸課題を解決する一助となり、参

加者の皆様の情報交流の場として、今後の相互連携を深めていただく機会となれば幸甚です。  

   

   平成21年9月 

                     全国地域情報化推進セミナー2009in長崎実行委員会 

ご 挨 拶 



全 国 地 域 情 報 化 推 進 セ ミ ナ ー ２００９ ｉｎ 長崎 プログラム 

～ＩＣＴに新しい風を呼ぶ 近代日本の礎 長崎のちから～ 

【お問い合わせ先】全国地域情報化推進セミナー２００９in長崎 実行委員会事務局 

財団法人全国地域情報化推進協会 坂本、沖 tel：03-5251-0311 fax：03-5251-0317 

e-mail：seminar0925@applic.or.jp 

≪１日目：９月２５日（金）≫ 

13:00 受付開始 
 

14:00～14:２0 開 会 

開会挨拶  長崎市長  田上 富久 氏  

主催挨拶  財団法人全国地域情報化推進協会 理事長 清水 英雄 氏  

来賓挨拶  総務省 政策統括官 原 正之 氏  

14:20～15:20 
基調講演 

【60分】 

「明治期長崎の情報化と国際協力」 

講師 長崎総合科学大学 教授 ブライアン バークガフニ 氏  

休  憩 【10分】 

15:30～15:55 
特別講演1 

【25分】 

「今後の電子自治体に関する政策課題」 
講師 総務省自治行政局地域情報政策室 室長 高地 圭輔 氏  

15:55～16:20 
特別講演2 

【25分】 

「地域情報化施策（地域情報プラットフォーム関係等）」 

講師 総務省情報流通行政局地方情報化推進室 室長 青山 忠幸 氏  

休  憩 【10分】 

16:30～17:30 
先進事例紹介 

【60分】 

「『ひなの国九州』におけるICT利活用について」【３０分】 

講師 ㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ 九州支社法人営業部 担当部長 副島 経洋 氏 

 

「長崎さるくとＩＣＴの利活用」【３０分】 

講師 長崎市文化観光部さるく観光課 主幹 股張 一男 氏 

17:30～17:45 
おしらせ 

【15分】 
長崎市の紹介  

17:45～17:50 初日閉会 閉会挨拶  総務省九州総合通信局 局長 野津 正明 氏  

18:10～19:30 情 報 交 流 会 

 

≪２日目：９月２６日（土）≫ 

9：10 受付開始  

10:00～12:00 

パネルディスカ

ッション 

【120分】 

長崎市（県）内の高校・大学の生徒学生によるパネルディスカッション 

「NAGASAKIの若者たちが考えるICT社会と地域づくり ～長崎でICTの夢を語ろう～」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ ： 長崎総合科学大学 教授 横山 正人 氏  

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 長崎市立長崎商業高校   3年  佐藤 元樹 氏 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 長崎県立長崎工業高校   3年  平野 健哉 氏 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 長崎総合科学大学      4年  中村 和人 氏 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 長崎県立大学ｼｰﾎﾞﾙﾄ校  4年  宮島 佑太郎 氏 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 長崎大学大学院         2年  中村 隼人 氏 

休  憩 【60分】 

13:00～13:30 

プレゼンテー

ション 

【30分】 

「端島（軍艦島）の紹介」 

プレゼンター ： ３Ｄ・ＣＧ映像紹介  

コミュニケーションワークス㈱ 代表取締役 古場 賢一 氏 

13:30～14:30 
記念講演 

【60分】 

「高度情報化時代に生きる」 

講師 日本放送協会 会長 福地 茂雄 氏 

14:30～14:40 閉会 閉会挨拶  長崎市副市長 全国地域情報化推進セミナー実行委員会会長 智多 正信 氏   

mailto:seminar0925@applic.or.jp�

